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鐘の音は何のため？  

主任司祭 英 隆一朗,s.j. 

 

 多くの方はご存じだと思いますが、昨年鐘の塔の改修工事を行い、十字架をしっかりと据

え付け直しました。また、今年度に入ってから、鐘を鳴らすシステムの改修を行いました。

塔の上の十字架が今はよい色になってきました。また、鐘の音は前よりも響きがよくなり、

打ち方も少し長くなりました。 

 皆さんは、なぜ教会の鐘を鳴らすのかご存じでしょうか。時計がない時代は時報代わりで

した。今は皆時計がありますから、その役割は終わりました。では、なぜ毎日 12時と 18 時

にわざわざ鐘を鳴らしているのでしょうか。 

 それはお告げの祈りを唱えるために鳴らしているのです。あの鐘の音を合図に祈りを唱え

るためです。もし祈りを唱えないならば、鐘を鳴らす意味はほとんど全くないと言ってよい

でしょう。信者さんに聞くと、祈りを唱えないどころか、お告げの祈りすら知らない人がほ

とんどでした。ミレーの「晩鐘」という名画をご存じでしょうか。あれは、18時に教会の鐘

が鳴り、仕事の手を休めて、お告げの祈りを唱えているシーンです。あのように、鐘が聞こ

えたら、仕事の手を休め、お告げの祈りを唱えるのがカトリックの伝統的習慣です。 

 現在、鐘のシステムが新調され、お告げの祈りができるように鐘を打っています。鐘の音

に合わせて、お告げの祈りを唱えるよき習慣を取り戻したいです。お告げの祈りは朝（今は

鐘が鳴っていないが）と昼（12時）、夕（18時）に以下の祈りを唱えます。「カンカンカン」

と 3回、鐘を打つ音が聞こえたら（あるいは決めた時間になったら）、 

 

主のみ使いのお告げを受けて、マリアは聖霊によって神のおん子を宿された。 

 －アヴェ・マリアの祈り 1回－ 

わたしは主のはしため、おことばどおりになりますように 

 －アヴェ・マリアの祈り 1回－ 

みことばは人となり、わたしたちのうちに住まわれた。 

 －アヴェ・マリアの祈り 1回－ 

神の母聖マリア、わたしたちのために祈ってください。 

キリストの約束にかなうものとなりますように。 

〈祈願〉 神よ、み使いのお告げによって、おん子が人となられたことを知った私たちが、 

キリストの受難と十字架を通して、復活の栄光に達することができるよう、 

恵みを注いでください。 

わたしたちの主イエス・キリストによって。アーメン。 

 

 皆さんも、時間に合わせ、鐘の音に合わせてこの祈りを唱えてみてください。1分ほどの

短い祈りによって、忙しい日常生活の中で気持ちがリフレッシュされ、日常生活が聖化され

ていきます。この教会は無原罪の聖母にささげられた教会ですから、祈りを通して聖母マリ

アと心を合わせ、ともに歩んでいきましょう。 
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<納涼地区交流会開催> 

 8月 20日（日）10時ミサ後に、各地区・ブロックの皆さ

んがイグナチオホール、信徒会館や会議室、それぞれに割り

当てられた部屋に集い、交流を図りました。この日も 35℃

を超える猛暑でしたが、合わせて 135 人もの方々が集いま

した。久しぶりの開催にも関わらず、多くの皆さまが集うこ

とになった背景には、コロナ感染に配慮しながらも今年に

なってからは新年会、ご復活のお祝い会、新受洗者・転入者

の皆さまへの説明会など、折に触れて顔を合わせる機会がもたれ、そうして知り合った者同

士、挨拶を交わし、声掛けをしてきた努力の表れのようです。 

（写真は第３会議室の東灘北 1地区の歓談風景） 

 

≪花壇水撒き 御協力お礼≫⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐⇐（施設管理部 園芸係） 

 梅雨明けから連日の猛烈な暑さの中、花壇の水撒きにご協力いただき、有難うございまし

た。台風上陸もありましたが皆様のおかげで草木は元気に息づいております。9月の水撒き

当番表が出来上がっております。ご協力いただける方は事務所までお申し出下さい。 

  

 ＜平和旬間講演会＞ －宗教の垣根を越えて－ 

 8 月 6 日（日）平和旬間の初日、3 人の宗教家が一

堂に会し「平和」を語りました。 

お招きしたのは西宮クロスロード教会牧師・千東史

和（ちとうふみかず）さんと、浄土真宗本願寺派万徳

寺坊守・谷川美加さん、それに六甲教会主任司祭・英

隆一郎さんです。それぞれのお話をかいつまんで紹介

すると、千東さんは厳しい現実世界にあって、平和

を維持するのは大変困難である。しかし「私の中の

憎しみを十字架にかけよ」とのイエスの教えのよう

に、ここは「あなたの敵を赦す」ことである。この精神をさらに次世代に引き継ぐことが

肝要である。と述べられ、自らギター抱え、アメイジング・グレイスを歌われました。 

谷川美加さんは、仏教でいう修羅「自分の主張にこだわり人の意見を聞かないこと、自

己中心の極み」を取り去れば平和は訪れるはずとお話されました。そして三帰依（仏帰依、

法帰依、僧帰依）の歌を紹介され、一同で歌いました。 

 英神父さまはマタイの「山上の説教」を例にやはり「敵を愛することが平和を導く」「神

さまが天の父であれば、みんなが兄弟だ」というお話と、ベトナム戦争のとき積極的に平

和を唱え行動したティク・ナット・ハンの勇気を紹介されました。最後に「すべての人の

平和を」の歌を 1 番から 21 番まで全員で歌いました。そのあとは壮年会による手料理の

懇親会が開かれ、なごやかな時を過ごしました。 

写真は左から谷川美加氏、英主任司

祭、千東史和氏 
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 ＜教会学校キャンプ ～8 月 9～11 日、兎和野（うわの）高原へ～＞ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年は約 4年ぶりにキャンプを行えることとなり、兎和野高原野外活動センター（兵庫県

美方郡香美町）に行きました。子どもたちとリーダーらで総勢 54名です。 

 今回は「手と手をつないで～つくろう最高のキャンプ～」をテーマに子ども達と共に様々

なプログラムに取り組みました。初めてキャンプに参加する子どもも多く、不安も沢山あっ

たと思いますが、一人一人が全力で取り組んでくれて楽しそうな様子でした。外で自然を感

じながらご飯を頂いたり、毎日ごミサに与ったり、満天の星を皆で見上げたりキャンプ場で

しか出来ない事を皆で味わえたこと

を本当に嬉しく思います。このキャン

プはキャンプリーダーはもちろん、キ

ャンプに来られなかったリーダー、教

会の方々など色々な方に支えられつく

られました。本当に感謝しています。 

 来年もまた子ども達と共に最高の夏

の思い出をつくれることをリーダー 

一同楽しみにしております。 

（チーフリーダー 辻原 華） 

  ＜六甲教会：青年会キャンプ＞ 

 8月 26日午後から 27日にかけて教会青年会のキャンプが

六甲山で行われ、私も参加しました。コロナで実施できずに

いたキャンプに、今年、7人の若者が集いました。ありがた

いことにこの日午後の天気は素晴らしく、緑の景色の中、全

員で夕食のバーベキューの用意をしました。みんなの顔の

若々しいさわやかさと笑顔が印象的でした。パーティーが終

わった途端に、大雨になりました。分かち合いのテーマは、

「この時期のあなたにとって、人生で大切なものは何です

か？」。 私たち一人一人が自分自身に問いかけ、将来の夢な

どを話しました。神様の招きで、人生の暗闇は驚くべき方法

で喜びと平和の光に置き換わると感じました。外では雨は止

み、雷鳴も稲妻も徐々に去っていきました。神様が灯してく

ださる熱意の火、信仰の火に啓発された通りに生きることができますように。 

（ホアン・コン・フオン，s.j.）                        

 8月 9日から 11日まで教会学校のキャンプに食事リ

ーダーとして参加させていただきました。スーパーが近

くにない環境で限られた資源を使って料理をすることは

地球にやさしい生活だと知ることができました。買い置

きができないので、食材を無駄なく使うなどの知恵を普

段の生活にも役立てていきたいと思います。子どもたち

からの「ごちそうさま」「おいしかった」の一言で 2泊

3日を乗り切ることができました。（小河実沙） 

写真左：グリーン広場の木陰に全員集合！ 
右：中央奥のは英神父様の司式で毎日ごミサに    写真右：英神父様の司式で毎日ミサに与りました。 

 



 

 

4 

＜互いを知り成長した中高生会キャンプ＞ 
 

 8 月 17 日(木)〜18 日(金)の一泊二日で、中学１年生から

高校３年生まで 13 人と、大人のヘルパー３人、フオン神学

生、英神父様が参加し、中高生会の夏キャンプが行われまし

た。大阪駅に集合し、滋賀県のマキノ市にある“マキノステ

イズ ViWa びわ”まで電車で行きました。活動は、宿泊施設

外でのアクティビティ（水上アスレチック、スカイアスレチ

ック）、BBQ、カードゲーム、お散歩、ミサなどでした。 

 中高生自身が活動を企画し実行するキャンプは、子どもた

ちにとって主体的に、能動的に互いに向き合う機会となり、

とても意味深いキャンプになったと思います。特に最終日の「スカイウォーク」は、空中に張ら

れたロープの上を補助具をつけて歩くというアクティビティでした。早くゴールした中高生が、

まだ途中の中高生を応援したり、アドバイスをしたり、手

を取って助けたりと、協力し助け合う姿、限界を乗り越え

て成長する姿が見られ、ヘルパー一同感動しました。中高

生の感想には、中高生自身の成長と、このキャンプの中高

生にとっての意味が詰まっていますので、紹介します。    

（中高生会ヘルパー 三澤 尚久） 

音楽チームがミニコンサート  

 音楽チームは、8月 19日（土）ごミサのあと、「聖母の被昇天によせて」と題してオルガンミニコンサ

ートを開きました。演奏は当教会オルガン奉仕者の清水真理子さん。 

・ミニコンサートは今後も折に触れ開かれます。演奏は六甲教会音楽奉仕者です。予定は以下の通り。開

始は 10時ミサ後すぐ。20分程度。（敬称略） 

11月 2日（木）「死者の日」によせて （演奏：土田ルミ） 

12月 25日（月）「主の降誕」によせて（演奏：熊澤加代）  

・他学年の人と仲を深めることがで

きたし、色々な経験ができました。ス

カイアスレチックでは成長すること

ができました。（中１） 

・中高生会で自分た

ちで計画を立ててそ

れを実行して自分の

ことも他の子のこと

もたがいに分かった

気がします。行く前は

名前もうろ覚えで全

然知らなかった人達

のこともキャンプで

どんどん知ることが

できて良かったです。

（中２） 

 

・水上アスレチックが楽しかった。人としゃべるのに

なれることができそうだった。知り合いをふやすこと

ができた。（高１） 

 

・水上アスレチッ

クやスカイアスレ

チックで、一人では

できなかったこと

も友達と一緒にや

ったらできてうれし

かったです。（高１） 

 

・今回はあまり知らない人と

のキャンプで新しい人と仲良

くなれて嬉しかった。みんな

いい人で話してて楽しかっ

た。（高１） 

 

・同じ学校以外の同世代の人と遊ぶのがと

ても新鮮だった。BBQ のとき久々に料理し

て、他の人がやってくれているのが少しあ

りがたかった。（高１） 

・普段、中高生会の活動に来ることができない人でも、キャンプに参

加し楽しむことができていたと思うのでよかったです。前々の準備な

ど、色々大変なことがありましたが、相談したり計画を立てたりする

ことで、自分たちなりの納得のいくキャンプにできたと思います。自

分の意見だけを求めず、相手の意見にも目を向け、一つ一つの多様性

について考えられる場になったなと思いました。（高３） 
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  これからの催し・お知らせ

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

◆祈りと音楽の集い～風と弦のしらべ～ 

 9月 3日(日)午後 2時より、ドイツ在住の教会音楽家、甲斐弦也さんと以前ドイツにおられて、今は神

戸にお住まいのヴァイオリニスト、北島里枝さんにより【風と弦のしらべ】と題した「祈りと音楽の集い」

を主聖堂にて開催します。みなさまのご参加をお待ちしています。 

 

◆9月度三日月会例会のお知らせ 
 今年の 9月度三日月会例会は以下の通り開きます。互いに敬老の日をお祝いし、アトラクションを楽

しみながら会員の親睦の場としたいと思います。多くの三日月会員のご参加をお待ちしています。 

                                     （会長：蛭田 武） 

     ★ 日 時：2023年 9月 18日（月・祝）13時から 15時 30分 

     ★ 会 場：主聖堂＆イグナチオホール 

     ★ 内 容：手話ソング、フルート演奏、独唱、朗読、コーラスなど 

     ※ 詳細は、聖堂前のチラシをご覧ください。参加申し込みは、9月 3日（日）まで。 

 

◆社会活動部主催＜学習会＞ 

・東スリランカのイエズス会生態学センター長を務められたロボアム神父様が貧しい家庭と一緒に地域

社会の環境をよくするために様々な活動をして来られました。４年間に蓄積された経験を、映像を通して貴重

なお話をされます。またとない機会です。多くの方々と一緒に 環境問題をもう一度考えていきましょう。 

     ★日時・場所：10月 8 日（日）11時 30分 ～、イグナチオホール 

     ★講師：ロボアム・ティエリ神父 （イエズス会） 

     ★テーマ：もういちど環境問題を根っこから考える ～貧乏人の知恵袋を開く～ 

 

◆社会活動部  今月の予定 
  9月 6日  （水）  10時～ 手芸の集い 第一会議室 
  9月 9日 （土）  10 時～ 炊き出し （中央教会内 活動センター台所）   

9月 11日   (月)   9時 30分～ ともしび会 教会台所 （児童養護施設の子どもたちへの 
                ケーキ作り） 
9月 22日 （金）  〃   ともしび会は、８月はお休みでしたので、９月は２回あります。 
9月 24日 （日）   10時ミサ後 今年度第２回目 社会活動部連絡会 第４会議室 

 

■シナピス神戸主催の移動学習会はドキュメント映画上映 

 今年のシナピス神戸主催の移動学習会は、講演ではなく映画鑑賞を通じて助けを必要とし

ている人、困難な状況におかれている人のことを少しでも多くの人に理解していただけたら

という思いから、このプログラムが企画されました。本映画は第 93 回キネマ旬報ベスト・

テン、第 37 回日本映画復興奨励賞受賞のすぐれた作品です。またとない機会ですので、ぜ

ひご参加下さい。ホームぺージ： https://ningenda.jp/ 

 ★上映作品 「ワタシタチハ ニンゲンダ」（上映時間 114分） 

 ★日時：９月 17日（日）13 時 30分～  

 ★場所：カトリック住吉教会 

      （JR住吉駅南 国道２号線ロイヤルホスト角を南へ徒歩８分）  

 ★主催：神戸地区社会活動委員会 （シナピス神戸） 

  ★申込不要、参加費無料。 問い合わせ先：Tel 078-221-4733 

  詳しくは六甲教会聖堂入口の掲示板、ポスターをご覧ください。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

https://ningenda.jp/
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 私の好きな聖書のことば     ルルドのマリア 稲垣 美穂 

『あなたがたはまた荒野で、あなたの神、主が、人のその子を

抱くように、あなたを抱かれるのを見た。あなたがたが、この

所に来るまで、その道すがら、いつもそうであった』        

（申命記 1：31） 

 

 受洗前のことです。まだ学生だった私は先生から一枚の作者

不詳（当時）と書かれた詩をいただきました。初めてその詩を読んだとき、何とも言えない

大きな温かい愛を感じ、じわっと心も温かく包まれ、大きく心を動かされました。そして、

もっともっと、イエスさまのことが知りたい〜と思うきっかけとなったその詩が『あしあと』

（マーガレット・パワーズ作）であることがわかりました。 

 『あしあと』：“ある日私は夢を見た。私は主とともになぎさを歩いていた。どの光景にも、

砂の上に二人のあしあとが残されていた。一つは私のあしあと、もう一つは主のあしあとで

あった”。 ところが作者は、いつも二つのあしあとがあったが、“私の人生のなかでいちば

ん辛いと感じたときに、一人のあしあとしかない”ことに気づきます。 

 そして、主にお尋ねしました。 

“一番あなたを必要としたときに、あなたはなぜ私を捨てられたのか、私にはわかりません” 

“私はあなたを愛している。あなたを決して捨てたりはしない。ましてや、苦しみや試みの

ときに。あしあとが一つだったとき、私はあなたを背負って歩いていた。” 

 その後、人生のさまざまな場面で悩んでいたとき、ふと数十年前に出会ったこの詩ととも

に、神さまの愛に包まれた感情を思い出します。 

 また、一人で苦しみ、孤独を感じている方々と出会うことがあったとき、人生の最も弱い

ときに、イエス様は私たちを抱きかかえて歩いてくださる。そして、人々に愛と希望とを分

け与えて下さるという、イエス様の心を、少しでも伝えていきたいと思っています。    

 今月の聖人      聖コルカタの聖テレサ（マザー・テレサ） 

  

 1997 年 9 月 5 日マザー・ テ レサは帰天。そして

2016年 9月に列聖されました。9月はマザー・テレサ

の記念月です。1910年セルビアに生まれた彼女は、当

地では珍しいカトリックの家庭に育ちました。18 歳

のとき故郷を離れアイルランドのロレト修道女会に

入り、やがてインドに赴きカルカッタ（コルカタ）の

聖マリア学院で教鞭をとります。しかしコルカタのあ

まりにも貧しい人々を救うために、修道院を離れての活動を目指します。1948 年ローマ

教皇から修道院外の活動を許され。以後、彼女は「神の愛の宣教者会」という修道会を立

ち上げ、「飢えた人、家の無い人、病気の人、見捨てられた人」などの救済を心掛けまし

た。「死を待つ人々の家」はその極限の世界とも言える施設です。ノーベル平和賞をはじ

め数々の受賞に輝くマザーですが、彼女は終生、底辺の人々に尽くし続けました。以前六

甲教会で助任司祭をつとめられた片柳弘史神父が、大学を卒業後コルカタでマザーに出会

ったのは 1994 年、ほぼ 2 年のあいだ一緒に活動された片柳青年はのちに司祭の道を選 

びました。                          （詫 洋一記） 
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≪ 図書室からのお知らせ ≫ 

****************************************************************************************************** 

８月までに入った図書  

☆使徒信条の歴史   本城仰太  教文館     

わたしたちがミサの中で告白している使徒信条はどのように成立し、用いられてきたのか。最新の研究

からの解説。 

☆洗礼を受けずに亡くなった幼児の救いの希望  教皇庁国際神学委員会著 カトリック中央協議会 

 洗礼を受けずに亡くなる幼児や生まれる前のいのちは、神から救いの手段を与えられることなしに、原  

罪のうちに死ぬことになるのか。人類家族に属する最も弱い存在の運命に関する考察。 

☆霊的指導の実践  W. A．バリー W. J．コリー著 清水 弘ほか訳  教友社 

   霊的同伴者の実践的な対応について述べる。長年にわたる蓄積をふまえて・・・。 

☆イエスと出会う 福音書を読む   アルベール・アリ シャルル・シンガー著 

 木崎さと子監修  原田葉子訳 オリエンス宗教研究所／教文館 

    イエスと出会い、その御言葉を聞くとき、私達の生は全く新たな光に照らし出される。しかし、福音書は 

当時のキリスト教徒のためにむけて書かれたものであるため、異なった時代と文化の中で生きる私達には 

わかりにくい語句や事柄も・・・ 福音書をより深く読み、理解する手引きとして・・・ 地球上に住む全ての 

人々への贈り物となることを願って書かれた。（はじめにより） 

☆ 聖フランシスコの小さき花   アシジのフランシスコ帰天七百五十年を記念して（あとがき） 

フランシスコ会（ヴェニス管区）監修編 石井健吾訳 あかし書房 

聖フランシスコの聖痕についての考察/兄弟ジネプロの伝記/兄弟なる太陽と造られたすべてのものの賛歌                      

――こどもたちに 

☆ ああどうしようのスズメさん  メリルドウニー・文  ウィリアム・ゲルダ―ト・絵 

☆ みず のぞいてみようしぜんかがく  てづかあけみ 

  「イエスと出会う」と「聖フランシスコの小さき花」は、絵も美しく大型の本です。信徒の方から寄贈されました。 

****************************************************************************************************** 

≪信徒会館１階の書棚について≫    

 ※これまでに CD・DVD・テープ等の整理をし、2階図書室から処分予定の本をこちらへ移動させつつあ

ります。整理が終わり次第、お持ち帰り可能にする予定です。近いうちに改めてご連絡させて頂きま

す。お気付きのことやご希望などがありましたら、図書室入口横にある投書箱にてお知らせ下さい。 

 

 ★声楽アンサンブル チェルレウム・マーレ 

   ～川内
かわうち

村
むら

応援チャリティーコンサート 2023～ 

 声楽アンサンブル「チェルレウム・マーレ」は、9 月 24 日(日)午後 2時より主聖堂にて

チャリティコンサートを開きます。メンバーには当教会の音楽奉仕者が含まれています。 

 チェルレウムマーレは 2013 年以来「ふっこうのかけ橋」プロジェクトをチャリティコン

サートによって支援していました。その一環として 2015 年に福島を訪ねました。原発で長

く帰還困難地域となっていた福島県双葉郡川内村の皆さんとは、その折に仮設住宅を訪問し

て以来のお付き合いです。 

 ▶日時：9月 24日（日曜日） 開場 13 時 30分、開演 14時。 

 ▶プログラム：J.G.ラインベルガー「聖母マリアへの賛歌作品 171」より。 

  Ｇ．ロパルツ「聖アンナを讃える小ミサ」、Ｊ．ラター「永遠の花」ほか。 

詳細はチェルレウム・マーレのチラシまたはフェイスブックで。 
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パイプオルガンのこと～その２～ 
 

 7 月号では簡単にオルガンの仕組みについてご紹介しました。今月はどうやってオルガ

ンの笛に空気を送るかを説明したいと思います。 

 写真① オルガンのパイプですが、近くから見るとこんな形になっています。黒い脚の

下のところから空気が入って、歌口の窓からその空気が流れ出ることによって音が出ま

す。そっとパイプの窓のところに手を近づけると空気が出てくるのがわかります。（この部

分はとっても繊細なので、実際に触ることはしないでくださいね）。六甲教会のオルガンは

少し珍しいもので、正面に並んでいるパイプが木製です。この写真をよくみていただくと、

その後ろに金属製の笛も並んでいます。金属の笛は錫と鉛の合金で、見た目よりずっと柔

らかい素材です。その配合比率によって音の雰囲気も変わります。 

 写真② オルガン正面のストップには一つずつ名前が書いてあって、その横に８‘ とか

４’とか数字がついています。この数字が一つのストップの中で一番長いパイプの長さを

表しています。８‘だと 2m40cmほどあるということですね。一番長い笛が一番低い音で、

そこからどんどん短くなるにつれて高い音になっていきます。 

 写真③ 一番左のノブは Kalkant《カルカント》と書かれていますが、これがスイッチ

になっており、これを引っ張ると電源が入ります。カルカントとはドイツ語で「ふいご職

人」という意味です。昔、まだ電気がない頃にはオルガンを弾く時はこの「ふいご職人」

がふいごを動かして空気を送っていたのです。 

 写真④ 今は幸いなことに電気を使えるので、ふいご職人さんがいなくても演奏するこ

とができるようになりました。この写真の奥の立方体の箱にはモーターが入っており、手

前の箱の中に空気を溜めたふいごが入っています。このようにして、人の力を頼らなくて

も電気のスイッチを入れるだけでパイプに空気を送ることができるようになったわけで

す。前回も書いたようにオルガンは「風の音」ですね。（音楽チーム 三浦優子） 

 

 

 

 

                     

         

                     

 

 

     

   ➀ ② 

  ③ ④ 
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 イエスの名によって、集まるところ 
 

9 月 10 日の日曜日の福音朗読の中に、

考えさせられる御言葉がある。「二人または

三人が私の名によって集まるところには、

私もその中にいる」と。教会という救いの共

同体が存在する意味や必要が、端的に示さ

れているのではないか。交わり・関り・互い

に、といった教会の本質的な特徴が表され

ている。そこから敷衍されることを少し考

えてみよう。 

私たちの祈りは、たとえ独りぼっちであ

ったとしても、必ず仲間たちと共にイエス

を囲んでのことである。そうでなければ単

なる独り言であり、繰り言であろう。そこに、

共に分かち合うものが無いからである。聖

書を読む時はどうであろう。大きな交わり

の中に身を置いているのでは。口から口へ

と語り伝えた人々、実際に書き著した人、世

紀から世紀へと神の言葉として注意深く書

き写した人々、世界の各地で今まさに読ん

でいる人々、彼らの一員としての私である。

その全ての歩みは悠久なる神の計らいあっ

てのこと、何と壮大な身の引き締まる御縁

であろう。 

さらには、この約束に先立つ御言葉も示

唆に富んでいる。地上で繋ぐ・解くことが天

上でもその通りになるという。ここでは、イ

エスの直弟子・使徒たちによる罪の赦しの

権能が取り扱われている。しかし私達の人

間関係では、一方的に[私]が[あなた]を赦し

てあげることは稀であろう。むしろ共に至

らぬ者として、軽はずみで無神経な言葉や

行為によって、思わず相手を傷つけたり傷

つけられる日常生活にあって、共に大目に

みてやり過ごしたり、お互いさまと赦しあ

ったりするのが普通であろう。ここにも大

きな交わりや連帯が姿を現している。 

現在の教皇フランシスコは、環境問題へ

の真剣な取り組みが際立っている。同じ地

球に生を享受する者として、地球丸という

運命共同体の一員として率先して、他の被

造物の存続や繫栄に細やかな配慮を呼びか

けている。また我が身の安全が最優先では

なく、未知で危険な外の世界へと「出かけて

いく」教会・キリスト者を望んでいる、たと

え傷つき危ない目にあったとしても。大い

に注目されるのは、このような呼び掛けは

全世界に向けて発信し協力を求めている点

である。彼の念頭には全世界の人々、命ある

もの、すべての動植物、存在するあらゆる物

への配慮と連帯感がつよく窺かがわれるで

はないか。   

私達はキリスト者として、イエスの現存に

全幅の信頼をおいて、私達のそれぞれに独自

に与えられている人々との交わり、関り、共存

を大切に引き受けていきたいものだ。 

 中村健三 合掌 

 

  

壮年会・婦人会主催 教 会 遠 足 

 恒例の教会遠足を行います。皆様と楽しいひと時を過ごしたいと存じます。 

 本年は、淡路島のオーベルジュで優雅な昼食を楽しみ、創立 25 年を迎えた大塚国際美術館を

訪れます。また、大阪教区神戸地区の教会を伺い、交流できればと予定しています。 

  

 日 時 2023 年 10月 21 日（土曜日）集合 9時(予定) 

 行 程 カトリック六甲教会 9:00 出発＝＝＝近郊教会との交流・ミサ＝＝＝ 

    ＝オーベルジュ フレンチの森(昼食)＝＝大塚国際美術館にて鑑賞＝ 

    ＝淡路ハイウェイオアシス(休憩・買い物)＝カトリック六甲教会 18:30 解散(予定) 

 参加費 おひとり 10,000 円 
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【2023年 9月行事予定表】 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

     初金曜日ミサ 

7:00 10:00 

聖体顕示 

10:00 ミサ後 

◎灘西・中央 

 

3 4 5 6 7 8 9 

年間第 22主日 

被造物を大切にす

る世界祈願日 

手話ミサ/祈りと

音楽の集い 

小教区評議会

12:00～ 

    聖マリアの誕生 

 

 

 

 

 

◎東灘北１ 

 

10 11 12 13 14 15 16 

年間第 23主日 

 

   十字架称賛 ◎東灘北２・ 

 芦屋 

 

17 18 19 20 21 22 23 

年間第 24主日 

地区役員会 

11:30～ 

敬老の日 

三日月会例会

13:00 

教会受付休み 

  聖マタイ使徒

福音記者 

 

 

 

◎東灘南 

秋分の日 

24 25 26 27 28 29 30  

年間第 25主日 

世界難民移住 

移動者の日 

 

◎定期清掃   聖トマス西と

15殉教者 

聖ミカエル  

聖ガブリエル  

聖ラファエル 

 大天使 

 

◎は掃除当番地区（悪天候により朝 7時の時点で警報等の発令があれば中止します）。 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

・この夏の暑さといったら、“孫が、顔を真っ赤にして泣きながら学校から帰って来た”という話も

聞かれるほどです。でも、あ。これは秋の気配？と感じることも増えてきました。頭上からのセミの

鳴き声はいつの間にか聞こえなくなり、今は叢から遠慮がちな虫の音が。まだまだ油断できない厳

しい暑さもありますが、乗り越えていきましょう。（N.O.）  

 

・次回 10月号の発行は 9月 30 日（土）です。 

原稿は毎月 15日ごろまでに、教会受付へ直接

ご持参いただくか、FAX、メールでお願い致しま

す。（renraku@rokko-catholic.jp）  
 皆さまからのご寄稿をお待ちしています。 
 
・教会 SNSチームは、フェイスブック、インスタグ

ラム、X(旧ツイッター〉、YouTubeチャンネルで

配信しています。「六甲カトリック教会」で検索して

みてください。 

 

六甲カトリック教会 
 

〒657-0061 神戸市灘区赤松町 3-1-21 

 電話  078-851-2846 

  FAX  078-851-9023 

http://www.rokko-catholic.jp 
 

発行責任者  英  隆一朗 

 編   集          広  報  部 

mailto:renraku@rokko-catholic.jp
http://www.rokko-catholic.jp/

